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シンポジウム 

～ 言語教育の目的と実践研究 ～ 

 

 

 

― シンポジスト ― 

塩谷奈緒子 

（東京電機大学：日本語教育） 

・ 

柳瀬陽介 

（広島大学：英語教育） 

・ 

難波博孝 

（広島大学：国語教育） 

 

― コーディネート・司会 ― 

細川英雄 

（言語文化教育研究所，早稲田大学：言語文化教育） 
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シンポジウム開催趣旨 

細川英雄（言語文化教育研究所，早稲田大学） 

このシンポジウムでは，言語教育の目的と実践研究の関係について討論する。 

2013 年 10 月 27 日（日）に第 125 回全国大学国語教育学会（広島大学）で行われたラ

ウンドテーブル「言語教育と生きること」の議論において，言語教育の目的とは何かとい

う課題に到達した。 

 

＊言語教育（英語，国語，日本語教育）のめざすものは？ 

・これまでの言語教育で失われたものを取り戻すため？ 

・生きる主体性を取り戻すため？ 

・生き延びるため？ 

・救いのため？ 

・「ことばの市民」として生きるため？               （当日の発表レジュメより） 

 

このシンポジウムでは，この課題をさらに進展させ，それぞれの言語教育の目的と実践

研究の関係について議論を展開したい。 

まずそれぞれの立場から話題提供をいただき，討論の場を形成する。国語・英語・日本

語の教育世界で，それぞれに行われている実践研究について紹介いただくとともに，その

実践研究が言語教育の目的とどのような関係にあるかについて，これからの言語教育の方

向性を視野に入れつつ考えていく。 

そのうえで，今後の言語教育のあるべき方向性について，それぞれの立場からの提言を

いただき，言語教育学としての未来像を構築したい。 
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生きることについて考える，生きる活動としての日本語教育実践研究 

塩谷 奈緒子（東京電機大学） 

1．日本語教育界における実践研究 

日本語教育界において実践研究への本格的な取り組みが始まったのは 1990 年代のこと

である。しかし，未だ教育実践と直接関わる研究は少なく，実践と研究は切り離されたも

のとして扱われることが多い。あるいは，教育実践を扱ったように見える研究でも，そこ

では既成の「理論の実践化」や「実践の典型化」（佐藤，1998），「関連する科学理論の試

行」（石黒，2004）等が行われていることも多い。そして，これらの背後には，個体能力

主義的な学習観や，応用・効率主義的な教育観が潜んでいると言える。 

2．実践研究の捉え直し 

2．1．「考え方」としての実践研究 

このような中，細川（2010）は，実践＝研究という立場を打ち出し，実践研究とは「教

育活動の設計・実施・振り返りのプロセス」を作り，「自らの教室設計とその設計を支え

る教育観」を問い直し，「教育を社会にひらく」行為であると述べる。また，舘岡

（2010）は，それは「一連の動きの繰り返しの中で，ある程度，普遍的な「理論（原則）

を生成」していくことでもあり，「現場で起きていることを解釈したり理解したりするプ

ロセスそのもの」でもあると言う。もっとも，これらは実践研究の「考え方」であるため，

それを具体的にどう捉え，どう構築するかは，一人一人の実践研究者の課題となる。 

 

2．2．私にとっての実践研究 

まず，私は教育実践を，日常的な生活実践と同じく，様々な人や物や概念等の人工物 

（コール，2002，p. 168）に媒介され，それらと活動主体が相互作用，相互行為をする過

程で生じる動的で関係的で全体的な現象／活動システム―それ自体が他の社会を包み，

包まれる，複雑で豊かな一つの社会―として捉える（塩谷，2008）。 

次に，私にとっての実践研究は，以下のような様々な事項を様々な人との間で考え，行

動していく一連の営みである：自分はどんな思想や価値観（言語・文化・社会・学習・教
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育・世界・人間・自己観等）を持ち，なぜ日本語教育を行うのか（日本語教育観，日本語

教育の目的，問題意識等）；自分が関わる個々の実践とそれを取り巻く社会状況（実践参

加者，使用可能なリソース，共に実践する教員，その他教職員，教育機関，さらにそれら

をまた取り巻く社会等）をどう捉え，自分の日本語教育の目的との関係性において，それ

ぞれの実践をどう設計（実践の目標設定および人工物の構築）するのか；自分がそれぞれ

の実践にどう参加し（相互行為），それを参加者たちとどう作り，作りかえていくのか

（人工物・相互行為の再構築）；上記の一連の考えと行動をどう辿り，解釈し直すのか（授

業記録の確認／録音データの文字化・分析／開示・議論等）；振り返りの結果をどう次の

／他の実践に還元するのか。 

これらの営みは，教室内外を問わず，実践参加者や他の日本語教師，その他教職員や友

人知人，見知らぬ人（研究論文講読や情報検索等）等，様々な人との間で行われる。そし

て，これらは，上記の個々の営みやプロセス全体，また，自分の実践や実践を取り巻く社

会や他者や自分自身への見方，働きかけ方を変え，その結果，自分自身や相手・対象も変

わっていく。そして，この試みを繰り返し行うことによって，個々の問題および教育実践

そのものがより「全体性」，「具体性」（茂呂，2003，pp. 37-42）を帯びたものとして再構

成されていく。 

3．実践研究と日本語教育の目的 

私にとっての実践研究とは，実践研究者として，人として，他者との対話を通して，教

育実践や参加者について考え，日本語学習や教育や教師について考え，言語や文化や社会

について考え，ひいては，人間について，世界について，自分について，生きることにつ

いて考える日々の営みである。それは同時に，実践研究者として，人として，言葉を介し

て他者と共に，教育実践やその他の日常実践を生き，それらを作り，言葉や文化や社会を

作り，自己を作り，作りかえていく日常の生きる営みである。同じことは，私が行う日本

語教育でもなされるし（そこでは，学習者が他者との対話を通して他者や世界や自分や生

きることについて考え，言葉を介して他者と社会を作り共に生きる経験ができるよう，教

育実践環境を作る），教師養成のための教育実践（塩谷，2013）でも同じである。 

日本語教師がそれぞれの豊かな経験をもとに，日本語教育と自分との関係（私はなぜこの

教育実践を行うのか，私は日本語教育で何がしたいのか），ひいては，それらを行う自分

（私はどのように生きていきたいのか）について考え，自立的かつ協働的に，自由にしか
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し責任を持って実践研究を行っていくなら，より豊かな教室社会，教育機関社会，日本語

教育の世界がひらけるのではないかと私は思う。 

 

 

人間と言語の全体性を回復するための実践研究 

柳瀬陽介（広島大学） 

教育の目的が人と社会の成長である（デューイ）ことからするならば，言語教育の目的

とは，言語を通じて人と社会の成長を図ることになる。ここで，言語とは，人の「から

だ」（非意識・無意識），「こころ」（中核意識），「あたま」（拡張意識）の間をつなぎ，さ

らに人間を外界の人や物にも内界の人や物にもつなぐ媒体であると考える [下図参照］と，

言語教育とは，言語により，人の「からだ」「こころ」「あたま」をつなぎ，外界と内界の

人や物ともつなぐことによって，人と社会の成長を十全なものにすることを目指すべきと

なる。 

 

ダマシオなどの論によれば言語の基盤は，「からだ」（非意識）の情動（emotion）が，

「こころ」（中核意識）で感情（feeling）として感知されることである。その情動・感情に，

他者とのコミュニケーションから言語の表現が与えられる。「あたま」（拡張意識）は，習
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得した言語を整理し，言語コミュニケーションの可能性を広げる。 

さらに言語は，人間が自らの外部に知覚する物理対象の外界についてだけでなく，自ら

の内部にイメージとして知覚する内界についても用いられる。言語は，現時点の外界の物

理対象だけではなく，内界で自由に想像される現在・過去・未来の可能的対象に対しても

表現をもち，なおかつその表現が統語的組み合わせと比喩的組み合わせを経て創造的に文

が生成される。人間が知覚する世界は物理世界よりもはるかに多元的で豊かなものになる。 

ところが，資本主義的発想と合理主義に基づく現代社会の中で，マークシート試験と

いった正解を一つに収束する制度が言語教育の基盤となることにより，「からだ」と内界

が抑圧されがちになる。資本主義的発想は質を捨象し量を基盤とする思考法であるが，合

理主義はさらに「割り切れないこと」（the irrational），つまりは数字や言語で画定しきれ

ないことを考察の外に置く。「からだ」の情動は，一元的に言語化しがたいもので，繊細

で多義的な言語で表現せざるを得ないが，そういった「割り切れない」表現は，マーク

シート試験得点をものさしとする現代の言語教育では軽視される。内界の自由な知覚対象

は，外界の物理的知覚対象と異なり，第三者的同定が困難なものであるが，それがゆえに

「客観的な」採点には適しないとして打ち捨てられる。今や資本主義的競争のために合理

的に執行される言語教育は，人間と言語の全体性を損ない，その歪みを維持・増長し，人

間を抑圧しかねない制度となりつつあるのかもしれない。 

この抑圧は学習者だけでなく，教師にまで及ぶ。言語教育の実践研究は，この抑圧によ

る歪みから回復するため，「あたま」と外界だけに関する実証主義的な言説だけでなく，

「からだ」と内界も重視する言説をも目指さなければならない。本発表では，過去の実際

の実践研究から，「からだ」と内界を重視した事例を紹介し，人間と言語の全体性を回復

するための実践研究がどうあるべきかを考察する。 

 

 

臨床国語教育への誘い 

難波博孝（広島大学） 

私は，「臨床国語教育」の実践と研究を行っていました。最近，細川英雄先生のお仕事

を知り，日本語教育で同じような仕事をされていることを知り，かなり感激しています。

まずは，自分が考えている「臨床国語教育」について，以前書いた文章を紹介することで，
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その導入としたいと考えます。以下は，難波博孝編（2006）『臨床国語教育を学ぶ人のた

めに』世界思想社「はじめに」の一部です。 

 

「国語教育」は変わった領域だと思う。教科教育，つまり，学校のさまざまな教

科の教育について考え実行する分野の一つを形成する分野が，国語教育には確かに

ある（この分野を，「国語科教育」ということがある）。 

ところが，国語を学ぶ時間は，国語科の授業だけに終わるわけではない。国語科

以外の教科の時間も，特別活動でも，総合的な学習の時間でも，学習者は国語を使

い新たな言葉を知っている。国語科よりもはるかに多い時間で，学習者は国語を学

んでいるのである。となると，「国語教育」は，学校教育全ての活動における，国

語を学ぶこと，となる。 

ところが，学習者は，学校を出ても，国語―もうこの語は学校を出ると変なの

で「日本語」という語を使うことにする―日本語をずっと聞き続け，使い続ける。

つまり生活の場面で日本語を使って生きている。そこでは学校では学ばない膨大な

ことを学んでいるだろう。学習者は，生きている限り，日本語の中にいる。つまり，

ずっと「国語教育」（論理的には「日本語教育」といった方がいいのだが，この語

は第２言語としての日本語の教育に専用使用されているので，再び「国語」の語が

戻ってくる）の中で，中に，生きているのである。この位置に立つと，「学習者」

という概念が既に拡張されていることがわかる。「学習者」は，第一言語としての

日本語を使用する全ての人，ということになる（子どもも，大人も，もちろん教師

も）。 

「国語教育」を実践することは，生きることとほぼ同義であり，「国語教育」を研

究することは，人生を研究することとほぼ同義なのである。しかし，これではあま

りに壮大で漠然としてしまう。 

そこで，多くの「国語教育」関係者（実践者・研究者）は，大体の場合，国語科

に照準を合わせ，国語科の授業実践や授業研究・それに類した研究を行っている。

（中略） 

けれども，国語教育関係者でも，忘れがちになる。ついつい自分が直面している，

国語科，あるいは，その中のさらに狭い部分に限定して，実践したり研究したりし

ている，と，つい思ってしまう。 
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忘れないようにしなくてはいけない。教室で授業している学習者と教師の向こう

には，国語教室を出て生活している彼らがいることを。だからこそ国語教室を充実

させなくてはいけないことを。 

私は，「国語教育」が本来持っている，国語科以外の教科・学校場面・そのほか

全ての生活場面における国語（日本語）の教育についての実践と考察，という核心

を，「国語教育」関係者やその他の関係者が忘れないようにするために，はっきり

記銘するために，「臨床」という言葉を，あえて「国語教育」に冠しようと思う。

ここの「床」は，したがって，さまざまな国語（日本語）教育の場面全て（例えば

子どもが母に叱られるとき，その子どもがテレビを視聴するとき，その子どもが友

達と喧嘩するとき・・・・）をも指している。つまり生きている場面全てである。 

「臨床国語教育」は，「国語教育」のことである。（後略） 
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